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研究成果の概要（和文）：46億年にわたる地球史・生命史に関する情報を収集し、地球史・生命史イベントと地球シス
テムの相互作用を理解するための総合年表の作成を進めた。当館が所蔵する標本や画像など各種資料のデータベースを
再構築するとともに、それを補完する標本と資料の収集を進めた。それらを活用した地球史学習プログラムとして、常
設展示の展示標本と解説資料を活用した、地球の歴史の中でおきた現象と地球システムについて理解できる双方向形式
の連続講座を実施した。参加者が地球史・生命史について理解を深め、現在および未来の地球について考えることがで
き、地球科学リテラシーの涵養を図ることが出来る環境を提供できた。

研究成果の概要（英文）：We have promoted the creation of a comprehensive chronology of order to gather inf
ormation about the Earth's history and life history over 4.6 billion years, to understand the interaction 
of the Earth system and the history of the Earth and life history events. In addition to re-build a databa
se of various resources such as images and specimens in our museum, and advanced the collection of data an
d specimens to complement it.
We have conducted a continuous course that can be understood as a history of the Earth learning programs t
hat utilize them, utilizing the permanent exhibition, on global systems and phenomenon that happened in th
e history of the Earth.It was possible to provide an environment that can be allows participants to have b
etter understanding of Earth's history and life history, to think about the earth current and future, to p
romote the cultivation of the Earth Science Literacy.
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１．研究開始当初の背景 
国内の地球史・生命史と地球環境変動史の
研究は活発となり，その成果は数多くの普及
書によって紹介され，一般市民の知的好奇心
を向上させ，知的欲求を満足させている。市
民の知的向上心は，自然史博物館にも向けら
れ，展示見学のみならず各種講演会や講座へ
の参加，自己学習，ボランティア活動に及ぶ
ようになってきている。このようなニーズに
応えていくためには，学芸員が常に科学研究
の最先端を意識し，資料や情報の収集に努め
ること，ボランティアや友の会会員，学校教
師などとの連携をはかり，効果的な学習プロ
グラムを開発し活動することが必須である。
科学の基礎，基本にもとづく科学リテラシー
を基盤とするものであることが重要である。 
（１）地球史に関する研究動向 
地球のサブシステム間の相互作用に着目
して 46 億年に及ぶ地球システムの実態を理
解する地球史・生命史の科学的研究は，2000
年代にはいり国内外で活発に行われ，現在で
も世界各地で新しい発見と研究成果がださ
れている。また，2008年に開催された地球惑
星科学連合大会や日本地質学会においても，
地球史・生命史と地球環境の変遷に焦点をあ
てたシンポジウムが開催された。しかし，こ
れらの 46 億年を通じた地球史・生命史の科
学的研究成果を，一般市民が理解できるよう
な学習プログラムの開発は十分ではない。 
（２） 学校教育における地学教育の現状 
近年，地学教育の衰退が危惧されている。
小中学校における地学分野の単元の減少や，
高校での地学履修率が低下など指導要領や
カリキュラム上の問題や，小中学校教員の地
学未履修の問題など，いずれも児童生徒が地
学の単元を学習する機会が少なくなるとい
う根本的な課題である。地球環境問題が重要
視されているにもかかわらず，地球のシステ
ムを理解するための科学である地球科学（地
学）の学習が十分に行われていない。学校現
場からの博物館における地学教育の期待は
高まるばかりであり，その期待にどのように
応えるべきかを検討する必要がある。 
（３）自然史博物館における学習プログラム
開発の位置づけ 
自然史博物館における地球科学の分野の
役割は，過去の地球と生命の歴史を紹介する
ことで，地球と生命の進化について理解を深
め，現在および未来の地球について考える場
と情報を提供することである。地球の内部，
表層，大気海洋，生命をシームレスにとらえ，
全体を地球システムとして考える地球科学
の新たな展開がはじまっている。地球史・生
命史を理解することは，現代あるいは未来の
地球を考える上で，研究者だけでなく一般市
民にとっても非常に重要な課題といえる。そ
のためには，自然史博物館が果たすべき役割
は大きい。 
 
 

２．研究の目的 
（１）地球は 46 億年の長い歴史を通して，
固体地球だけでなく，大気や海洋，生命もさ
まざまな変化を遂げ，それらの相互作用によ
り形成される地球環境も，大きな変動を遂げ
てきた。地球 46 億年の歴史は，地球のサブ
システムの相互作用の結果ともいえる。本研
究は，子どもたちや一般市民が地球環境の成
り立ちについて, 地球の歴史の中でおきた地
球科学的イベントと，そのイベントを生じさ
せた地球システムの相互作用を理解できる
地球史学習プログラムの構築を目的とする。 
（２）科学コミュニケーションの普及と科学
リテラシーの育成 
子どもから大人まで，一般市民はあまりに
も身近な毎日の天気や大気，山や川，海など
の地形などは，地学現象として意識していな
い。地学現象として認識するのは，地震や火
山，台風などの災害が起きたとき，また地球
温暖化や冥王星の話題などに代表されるマ
スコミが大きく取り上げる場合である。地学
現象は，時間スケール，空間スケールにおい
て様々であり，市民は現象そのもの理解や，
それぞれの関係について理解が困難となる
場合も多い。一部の情報だけを鵜呑みにして，
誤解が生じていることも多々ある。科学的な
リテラシーの育成と，地学現象を理解できる
場を設定することが必要である。 
（３）本研究では，地球誕生から現在までの
地球史・生命史に焦点をあて，固体地球と生
命との共進化が現在の地球環境を作り上げ
てきたことを，子どもから大人まで誰でも理
解できる，自然史博物館における科学リテラ
シーを基盤とした実物標本にもとづく学習
プログラムを開発し，実践と検証を行う。自
然史博物館は基本的な物象，現象を体系だっ
て学ぶ事ができる最適な生涯学習機関であ
る。地球科学の基礎基本を学習する場所の確
保と実践により，科学リテラシーの素養をも
つ市民の育成を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１） 神奈川県立生命の星・地球博物館は，
地球史・生命史をテーマとした国内では先駆
的な自然史博物館である。来館者は地球史・
生命史のダイナミックさに感動し，知的好奇
心をかきたてられている。神奈県立生命の
星・地球博物館が保有する地球史・生命史に
関係した資料を，地球の理解のために資する
ことは，地学教育のみならず自然科学教育に
とって有益である。開館後 14 年を経過した
が，その間に地球史・生命史の研究の進歩は
著しいものがあり，展示資料や解説内容に新
たな情報や資料，知見を加える必要もある。
既存の資料とそれを補完する資料を新たに
収集することで，充実した地球史・生命史の
学習資料を整備することができる。だれでも
が好きなだけ学習できる場所として，生命の
星・地球博物館は最適な場所である。 
（２）現在までに明らかとなった地球史 46



億年の間に起きたイベントと，その要因とな
ったと考えられる地球システムの相互作用
を理解するための総合年表を作成する。その
年表をもとに，生命の星・地球博物館が所蔵
する標本や画像など各種資料を活用した，学
習資料や展示資料を製作する。それらの資料
を基にした，地球史学習プログラムの構築を
行い，博物館内での学習事業や博物館外での
活動，特に学校や市民活動との連携事業にお
いて活用し，地球科学リテラシーと地球環境
の理解増進に寄与する。 
１）実物標本にもとづく地球環境学習プログ
ラムの開発 
○地球史・生命史イベント年表の再構築 
２）地球史・生命史データベースの構築準備 
○既存データの確認と新規収集計画の立案，
実施 
３）地球史・生命史の認識度把握と科学リテ
ラシー育成のための調査 
○教師，博物館ボランティア，友の会会員等
を対象としたアンケート調査 
○各学習単元を理解するための科学的基礎
知識の学習要素の抽出 
○学習指導者の養成と育成のための準備調
査 
４）国内外の自然史系博物館における学習プ
ログラムの実施状況調査 
 
４．研究成果 
（１）地球史・生命史イベント年表の構築： 
ここ数年、地球史・生命史の研究は加速度
的に発展している。46億年のなかで起きた地
球史・生命史イベントに関する情報を収集し
て、地球システムの相互作用を理解するため
の総合年表作成を計画し、地球史 46 億年の
間に起きたイベントの最新データを各種文
献、図書などを中心に収集した。神奈川県立
生命の星・地球博物館にて開催した特別展
「日本列島 20 億年」および関連連続講座を
通じて、日本列島の地球科学の最新の知見と
資料および関連情報の収集を行った。地球環
境学習については、現代の事象が注目されて
いるが、地球史を通じた視点について近年さ
らにその重要性が注目されてきている。 
 
（２）地球史・生命史データベースの構築： 
生命の星・地球博物館が所蔵する標本や画
像など各種資料を活用し，学習資料や展示資
料を製作することを目的として作業を進め
た。既存資料の確認と新規の試料収集を実施
した。世界各地で明らかにされている地球史
46億年の地球史・生命史に関する地球科学的
な情報を専門書、学術雑誌等から収集すると
ともに、実物資料の収集も合わせて実施した。
隕石衝突時の生成物であるモルダバイト、地
球最古の鉱物を含むオーストラリアの太古
代礫岩、北米産の原生代生命化石、中東オマ
ーンのオフィオライト関連岩石類など国外
の資料をはじめ、国内では 2011 年に噴火し
た九州・新燃岳の噴出物、古生代のフズリナ

の断面標本、北上山地の古生代岩石類を収集
した。地球史を通じた実物や画像など資料を
収集、保管する機能をもつ生命の星・地球博
物館ならではの活動である。 
 
（３）地球史・生命史の認識度把握と科学リ
テラシー育成のための調査： 
市民の地球史・生命史の認識度と科学リテ
ラシーについての状況を把握することを狙
いとして、特別展「日本列島 20 億年」の関
連講座に参加者や、特別展を通じて地球史・
生命史をどのように理解できるか、また教師
を目指す大学生を対象に地球史・生命史の認
識度についてのアンケート調査を実施した。
その結果は、高校までに地球科学に関する授
業を受ける機会が極めて少なく、地球史・生
命史の認識度が低いことがあらためて把握
できた。教師や博物館ボランティア、友の会
会員等からの聞き取りでも同様であった。そ
の一方で地球科学についての興味関心は高
く、地球科学リテラシーの育成が望まれてい
ることの証しといえる。斎藤は自然史博物館
における標本の意義について、また自然史博
物館におけるコミュニケーションの現状と
課題について報告した。平田ほかは、近年日
本で活発となっているジオパーク活動に関
連して、地球科学的なリテラシーの育成につ
いて博物館の果たすべき役割について発表
した。上記学習プログラムの参加者および博
物館展示解説ボランティアに、講座を通した
地球史・生命史の理解度についてのアンケー
トを実施した。 
 
（４）学習プログラムの実施状況について国
内外の博物館調査： 
国内では大阪市立自然史博物館、岐阜県七
宗町最古の石博物館、名古屋大学総合博物館
を、国外ではベルギー自然史博物館、フラン
ス国立自然史博物館、米国（シカゴ・フィー
ルド博物館、ワシントン DC・スミソニアン
自然史博物館、ニューヨーク・アメリカ自然
史博物館）、英国（ロンドン自然史博物館、
オックスフォード大自然史博物館、マンチェ
スター大自然史博物館）の各博物館について
調査を行った。その結果については、現在分
析中である。 
 
（５）実物標本にもとづく地球環境学習プロ
グラムの構築と実践:自然史博物館の役割の
一つは、現在起きている地球の様々な現象を
理解するためには、地球と生命の歴史を知る
ために、地球と生命の歴史について理解を深
め，現在および未来の地球について考える場
と情報を提供することである。そこで、実物
標本にもとづく地球環境学習プログラムと
して、常設展示の展示標本と解説資料を活用
した、地球の歴史の中でおきた現象と，その
現象を生じさせた地球システムについて理
解できる双方向形式の連続講座「地球 46 億
年ものがたり」（全９回）を開催した。また、



外部講師による最新の研究成果を紹介する
機関活用講座「地球史・生命史を解読する」
（全 6回）を実施した。その概要と結果につ
いて論文化し、学術雑誌に投稿準備中である。 
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